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上
半
期
の
ま
と
め
と
運
営
委
員
会
な
ど

に
向
け
て
の
方
針
を
討
議
す
る
た
め
、
10

月

26
日
に
常
任
会
議
を
虎
ノ
門
事
務
局

で
開
催
し
ま
し
た
。
会
議
に
は
上
平
会
長

ほ
か
、
常
任
会
議
メ
ン
バ
ー
全
員
が
出
席

し
ま
し
た
。
小
成
親
睦
委
員
長
は
オ
ン
ラ

イ
ン
方
式
で
自
宅
か
ら
の
参
加
で
し
た
。 

１
．
報
告 

⑴
会
員
動
向
（

10
月

26
日
現
在
） 

・
新
規
加
入 

１
名 

・
逝
去
者 

７
名 

・
途
中
退
会
者 

７
名 

・
会
員
数 

３
３
５
名 

⑵
予
算
執
行
状
況
（
４
月
～
９
月
） 

・
収
入 

当
初
予
算
比

98
％
の
執
行
状

況
で
、
ほ
ぼ
予
算
通
り
。 

・
支
出 

当
初
予
算
比

47
％
の
執
行
状

況
で
、
ほ
ぼ
予
定
通
り
。 

⑶
各
委
員
会
か
ら
の
報
告 

◆
総
務
委
員
会 

・
退
職
予
定
者
の
把
握
が
で
き
れ
ば
例
年

通
り
の
時
期
に
入
会
案
内
を
行
い
た
い
。 

・
会
員
数
の
減
少
や
高
齢
化
な
ど
で
問

題
が
山
積
し
て
お
り
、
引
き
続
き
会
則

改
正
等
を
検
討
し
て
い
く
。 

◆
広
報
委
員
会 

・
会
紙
の
発
行
は
予
定
通
り
に
進
ん
で

い
る
。
感
染
防
止
の
た
め
編
集
作
業
は

メ
ー
ル
交
換
で
行
っ
た
。 

◆
親
睦
委
員
会 

・
感
染
状
況
が
良
く
な
れ
ば
、
麻
雀
例

会
、
囲
碁
例
会
を
再
開
し
た
い
。
囲
碁

例
会
は
会
場
が
確
保
で
き
て
い
な
い
。

麻
雀
例
会
は
年
内
に
１
回
で
き
る
か
会

員
に
当
た
っ
て
み
る
。 

２
．
議
事 

◆
運
営
委
員
会
は

11
月

28
日
（
日
）

に
虎
ノ
門
の
国
土
交
通
労
組
事
務
室
を

お
借
り
し
て
開
催
す
る
。
希
望
者
に
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
も
準
備
す
る
。 

◆
会
則
の
改
正
時
期
は
再
来
年
の
総
会 

日
本
の
数
値
予
報
は
半
世
紀
以
上
も

前
、
昭
和

34
年
（
１
９
５
９
年
）
３
月

に
始
ま
っ
た
。
そ
の
１
か
月
前
に
電
子
計

算
機
Ｉ
Ｂ
Ｍ
７
０
４
が
横
浜
港
に
陸
揚

げ
さ
れ
、
大
手
町
に
向
か
う
大
型
ト
レ
ー

ラ
ー
の
横
に
は
、
「Welcome IBM704

」、

「
東
洋
で
最
初
の
超
大
型
電
子
計
算
機
」

な
ど
の
文
字
が
躍
っ
て
い
た
（
写
真
１
）。

ア
メ
リ
カ
で
の
数
値
予
報
の
開
始
は
１

９
５
５
年
で
、
日
本
は
世
界
で
２
番
目
で

あ
っ
た
。
電
子
計
算
機
と
い
っ
て
も
約
８

０
０
０
本
の
真
空
管
回
路
、
記
憶
装
置
は

磁
気
テ
ー
プ
で
あ
っ
た
。
年
間
リ
ー
ス
料

は
１
億
５
千
万
円
で
、
性
能
は
現
在
の
パ

ソ
コ
ン
に
遠
く
及
ば
な
か
っ
た
。 

数
値
予
報
の
開
発
は
１
９
５
０
年
代

か
ら
気
象
庁
と
東
大
気
象
学
教
室
の
メ 

を
考
え
て
い
る
が
、
間
に
合
え
ば
来
年

の
総
会
に
提
案
す
る
。
運
営
委
員
会
で

方
向
性
を
議
論
し
て
も
ら
う
。 

◆
会
員
名
簿
を
全
会
員
に
配
布
す
る
こ
と

は
個
人
情
報
の
関
係
で
難
し
い
と
考
え
る

が
、
運
営
委
員
会
で
議
論
し
て
も
ら
う
。 

ン

バ

ー

に

よ

る

NP

（numerical 

prediction

）
グ
ル
ー
プ
で
始
ま
り
、

正
野
重
方
教
授
の
指
導
の
下
で
研
究
者

が
心
血
を
注
い
だ
。
写
真
２
は

NP
グ
ル

ー

プ

（
柳
井

迪
雄
氏

提
供
）

の
揃
い

踏
み
で
、

真
鍋
さ

ん
は
左

端
の
立

ち
姿
、

最
前
列

に
岸
保

勘
三
郎
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さ
ん
や
増
田
善
信
さ
ん
が
写
っ
て
い
る
。 

真
鍋
さ
ん
は
東
大
時
代
か
ら
、
相
手

が
目
上
で
あ
っ
て
も
納
得
し
な
け
れ
ば

他
人
の
言
う
こ
と
に
従
わ
ず
、
自
分
の

道
を
歩
ん
だ
よ
う
だ
。
研
究
室
で
仲
間

で
あ
っ
た
駒
林
誠
さ
ん
に
よ
る
と
、
こ

ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ
た
。 

正
野
研
究
室
の
宿
題
が
「
大
気
大
循
環

に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
記
せ
」
で
あ
っ

た
が
、
真
鍋
さ
ん
は
１
枚
の
レ
ポ
ー
ト
用

紙
に
積
分
記
号
が
付
い
た
４
本
の
式
が

並
べ
て
あ
る
だ
け
だ
っ
た
。
先
輩
の
都
田

菊
郎
さ
ん
が
真
鍋
さ
ん
に
、
「
こ
の
レ
ポ

ー
ト
は
短
す
ぎ
る
と
思
う
。
正
野
先
生
に

叱
ら
れ
た
」
と
い
っ
た
。
「
ど
こ
が
悪
い

で
す
か
。
間
違
っ
て
い
ま
す
か
」
と
真
鍋

さ
ん
。「
い
や
間
違
っ
て
い
な
い
が
、
解

け
ば
よ
い
と
だ
け
書
い
て
あ
る
の
で
は

短
す
ぎ
る
」
と
都
田
さ
ん
。
真
鍋
さ
ん
は

「
解
き
ゃ
い
い
ん
で
し
ょ
う
。
解
き
ゃ
あ
」

と
大
声
を
出
し
た
。
都
田
さ
ん
は
「
真
鍋

さ
ん
、
こ
こ
で
息
巻
い
て
も
ら
っ
て
も
困

り
ま
す
。
息
巻
く
な
ら
正
野
先
生
の
部
屋

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
」。
結
局
、
真
鍋
さ

ん
は
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
に
向
か
っ
た
。 

さ
て
、
数
値
予
報
開
始
の
翌
年
、
第
１

回
数
値
予
報
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
が

東
京
で
開
催
さ
れ
、「
傾
圧
不
安
定
波
」

を
解
明
し
た
チ
ャ
ー
ニ
ー
、
バ
タ
フ
ラ
イ

効
果
の
ロ
ー
レ
ン
ツ
な
ど
、
世
界
か
ら
著

名
な
研
究
者
が
一
堂
に
会
し
た
。
真
鍋
さ

ん
も
参
加
し
た
筈
だ
。
一
方
、
私
は
有
楽

町
の
読
売
ホ
ー
ル
で
の
一
般
向
け
講
演

会
に
参
加
し
、
チ
ャ
ー
ニ
ー
の
講
演
直
後

に
、
聴
衆
を
か
き
分
け
て
歩
み
寄
り
手
帳

と
ペ
ン
を
差
し
出
す
と
、
〝Jule 

G. 

Charney

〟
と
サ
イ
ン
を
く
れ
た
。
若
い

時
分
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
て
い
た
自

分
だ
っ
た
。 

真
鍋
さ
ん
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
増
田

さ
ん
が
紹
介
さ
れ
る
筈
な
の
で
、
私
は
彼

の
活
躍
や
人
柄
な
ど
に
つ
い
て
、
私
事
を

交
え
な
が
ら
触
れ
た
い
。
彼
は
東
大
大
学

院
を
終
え
て
、
１
９
５
８
年
に
ア
メ
リ
カ

東
部
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
に
近
い
米
国

大
気
海
洋
庁
の
Ｇ
Ｆ
Ｄ
Ｌ
（
地
球
流
体
力

学
研
究
所
）
の
ス
マ
ゴ
リ
ン
ス
キ
ー
に
招

か
れ
て
渡
米
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
頭
脳
流

出
組
」
の
一
人
で
あ
る
。 

真
鍋
さ
ん
に
初
め
て
お
目
に
か
か
っ

た
の
は
、
私
が
予
報
課
長
時
代
で
、
彼
の

「
朝
日
賞
」
受
賞
記
念
講
演
会
（
１
９
９

５
年
）
で
あ
る
。
身
振
り
手
振
り
で
、
い

か
に
も
楽
し
そ
う
な
顔
つ
き
で
の
語
り

口
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
２
０
０

４
年
に
は
、
私
も
ソ
ウ
ル
で
の
第
２
回
日

中
韓
気
象
学
会
合
同
国
際
会
議
に
廣
田

勇
理
事
長
の
代
理
で
出
席
し
、
下
手
な
英

語
で
祝
辞
を
述
べ
た
。
真
鍋
さ
ん
の
招
待

講
演
（
注
）
は
身
振
り
手
振
り
で
、
ま
た

非
常
に
わ
か
り
や
す
い
英
語
で
、
拍
手
が

な
か
な
か
鳴
り
止
ま
な
か
っ
た
。 

私
事
で
す
が
、 
私
は
平
成
９
年
（
１

９
９
７
年
）
に
気
象
庁
を
辞
し
て
か
ら
今

日
ま
で
、
明
治
初
期
の
中
央
気
象
台
創
立

以
来
の
観
測
や
予
報
な
ど
に
携
わ
っ
た

先
達
の
足
跡
を
た
ど
り
、
記
録
す
る
活
動

を
続
け
て
い
る
。
こ
の
間
、
「
人
と
技
術

で
語
る
天
気
予
報
史
」（
東
大
出
版
会
：

 
 

今
月
号
の
主
な
記
事 

常
任
会
議
開
催 

 

運
営
委
員
会
議
案
等
を
審
議 ------ 

１ 

真
鍋
さ
ん
の
ノ―

ベ
ル
物
理
学
賞
に
接
し
て 

１  

地
球
温
暖
化
の
先
駆
的
研
究
者 

 

ノ
ー
ベ
ル
賞
の
真
鍋
淑
郎
さ
ん ---- 

4  

雑
感―

政
治
と
学
術 -------------- 

6 

賃
上
げ
ど
こ
ろ
か
踏
ん
だ
り…

公
務
員 

7  

夜
中
に
首
都
圏
に
発
生
し
た
強
い
地
震 

8 

国
公
退
職
連
の
動
き 

…

懇
談
会 ---- 

9  

東
京
気
象
支
部 

定
期
大
会
開
催 ----- 

11  

事
務
局
次
長
の
伊
勢
崎
さ
ん
退
任 ---- 

11  

新
年
号
の
写
真
と…

原
稿
募
集 ------ 

11  

枕
詞
ま
た
は
標
語 ---------------- 

12  

岡
田
健
吉
さ
ん
を
偲
ん
で ---------- 

12  

岡
田
健
吉
さ
ん
を
偲
ぶ ------------ 

13  

大
川
雅
弘
さ
ん
を
し
の
ぶ ---------- 

13  

大
川
雅
弘
さ
ん
を
偲
ん
で ---------- 

13 

気
象
の
話
題 -------------------- 

14 

春
秋
会
俳
壇 -------------------- 

14 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ ---------- 

15 

麻
雀
・
囲
碁
例
会
・
合
同
旅
行 ----- 

15  

今
後
の
会
議 ------------------- 

15 

会
員
の
弔
事 -------------------- 

15 

訃
報 -------------------------- 

16 

会
員
の
広
場 -------------------- 

16 

緩
急
車 ------------------------ 

16 
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２
０
１
２
年
）、「
気
象
庁
物
語
」（
中
公

新
書
：
２
０
１
５
年
）
な
ど
を
著
し
た
。

そ
の
中
で
上
述
の
NP
グ
ル
ー
プ
の
活
動

や
頭
脳
流
出
に
も
触
れ
、
若
き
日
の
真
鍋

さ
ん
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
し
て
い
る
。 

そ
ん
な
中
で
２
０
０
８
年
夏
、
大
き

な
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
、「
頭
脳
流
出

組
」
の
そ
の
後
を
辿
る
べ
く
、
１
週
間

に
わ
た
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
旅
し
、
プ
リ

ン
ス
ト
ン
で
真
鍋
さ
ん
と
都
田
さ
ん
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
台
風
の
大
山
勝
道
さ

ん
の
家
族
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
で
ト
ル
ー
ネ

ー
ド
の
佐
々
木
嘉
和
さ
ん
、
カ
ル
フ
ォ

ル
ニ
ア
の
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
で
熱
帯
気
象
の
柳

井
迪
雄
さ
ん
と
大
循
環
モ
デ
ル
の
荒
川

昭
夫
さ
ん
、
最
後
に
ス
ク
リ
ッ
プ
ス
海

洋
研
究
所
で
、
気
象
庁
の
全
球
モ
デ
ル

の
級
数
を
用
い
る
手
法
を
開
発
し
た
金

光
正
郎
さ
ん
を
訪
ね
た
。 

プ
リ
ン
ス
ト
ン
で
は
、
真
鍋
さ
ん
は

「
ね
ー
、
そ
う
で
は
な
い
で
す
か
、
古
川

さ
ん
」
と
伊
予
弁
交
じ
り
で
話
し
な
が
ら
、

大
学
の
広
い
構
内
を
研
究
室
ま
で
案
内

し
て
く
れ
た
。
自
分
の
若
さ
を
誇
示
し
て

い
る
か
の
よ
う
に
、
私
を
置
き
去
り
に
す

る
ほ
ど
の
速
さ
で
、
樹
木
の
間
の
小
道
を

抜
け
、
赤
レ
ン
ガ
色
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
周

り
を
巡
っ
て
、
研
究
室
に
導
い
て
く
れ
た
。

写
真
３
は
Ｇ
Ｆ
Ｄ
Ｌ
の
玄
関
で
の
真
鍋

さ
ん
と
都
田
さ
ん
で
あ
る
。 

以
前
、
岸
保
さ
ん
が
真
鍋
さ
ん
の
努
力

ぶ
り
を
明
か
し
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

岸
保
さ
ん
が
ワ
シ
ン
ト
ン
で
会
っ
た
時
、

彼
が
英
会
話
を
習
得
し
よ
う
と
し
て
い

る
姿
を
垣
間
見
て
ひ
ど
く
感
激
し
た
と

い
う
。
彼
は
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
普
通
は
話

を
し
な
い
よ
う
な
一
見
労
働
者
風
の
人

を
相
手
に
会
話
を
や
っ
て
い
た
の
だ
。 

話
が
変
わ
る
が
、
受
賞
決
定
後
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
真
鍋
さ
ん
は
、
奥
さ
ん
が

あ
っ
て
こ
そ
今
の
自
分
が
あ
る
と
感
謝

を
捧
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン

で
は
〝
Ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｂ
ｅ
〟
と
言
え
ば
Ｍ

ｒ
ｓ
．
Ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｂ
ｅ
の
方
が
有
名
で
、

面
倒
見
が
い
い
と
の
評
判
を
耳
に
し
た
。

蛇
足
だ
が
高
等
研
究
所
の
書
庫
で
、
か
つ

て
岸
保
さ
ん
を
プ
リ
ン
ス
ト
ン
に
招
聘

し
た
チ
ャ
ー
ニ
ー
の
手
紙
も
発
見
し
た
。

こ
の
二
人
は
前
述
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ュ

ー
ウ
ム
で
再
会
し
旧
交
を
温
め
た
。 

真
鍋
さ
ん
は
、
一
度
帰
国
し
て
要
職

に
就
い
た
が
、
結
局
、
ア
メ
リ
カ
に
移

住
す
る
道
を
選
ん
だ
。
主
た
る
理
由
は
、

ア
メ
リ
カ
に
は
彼
の
自
由
闊
達
な
思
考

や
方
法
論
を
受
け
入
れ
る
環
境
が
あ
っ

た
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
今
回
の

受
賞
時
に
現
地
の
記
者
会
見
で
以
下
の

よ
う
な
や
り
取
り
が
あ
っ
た
。 

（
記
者
） 

日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
国

籍
を
変
え
た
主
な
理
由
は
？ 

（
真
鍋
） 

面
白
い
質
問
で
す
。
日
本

で
は
人
々
は
い
つ
も
他
人
を
邪
魔
し
な

い
よ
う
に
お
互
い
に
気
遣
い
調
和
的
な

関
係
を
作
っ
て
い
ま
す
。
日
本
人
の
仲
が

い
い
の
は
そ
れ
が
主
な
理
由
で
す
。
他
人

の
こ
と
を
考
え
、
邪
魔
に
な
る
こ
と
を
し

な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
日
本
で
「
は
い
」

「
い
い
え
」
と
答
え
る
形
の
質
問
が
あ
る

と
き
、「
は
い
」
は
必
ず
し
も
「
は
い
」

を
意
味
し
ま
せ
ん
。「
い
い
え
」
の
可
能

性
も
あ
り
ま
す
（
会
場
か
ら
笑
い
）。 

彼
ら
は
他
人
の
気
持
ち
を
傷
つ
け
た

く
な
い
か
ら
、
他
人
の
邪
魔
を
し
た
く

な
い
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
自
分
の

し
た
い
よ
う
に
で
き
ま
す
。
実
を
言
う

と
、
他
人
を
傷
つ
け
た
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
同
時
に
他
人
を
観
察
し
た
く
も
あ

り
ま
せ
ん
。
何
を
考
え
て
い
る
か
解
明

し
た
い
と
も
思
い
ま
せ
ん
。
私
の
よ
う

な
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
ア
メ
リ
カ
で

の
生
活
は
素
晴
ら
し
い
で
す
。 

ア
メ
リ
カ
で
は
自
分
の
研
究
の
た
め

に
好
き
な
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
の
上

司
は
、
私
が
や
り
た
い
こ
と
を
何
で
も

さ
せ
て
く
れ
る
大
ら
か
な
人
で
、
実
際

の
と
こ
ろ
、
彼
は
す
べ
て
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の
予
算
を
確
保
し
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
人
生
で
一
度
も
研
究
計
画
書
を
書

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
使
い
た
い

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
す
べ
て
手
に
入
れ
、

や
り
た
い
こ
と
を
何
で
も
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
が
日
本
に
帰
り
た
く
な
い
一
つ
の

写真３ GFDLの玄関での真鍋さん（右）と都田さん（左） 
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理
由
で
す
。
何
故
な
ら
、
私
は
他
の
人

と
調
和
的
に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
ら
で
す
。
（
会
場
か
ら
笑
い
） 

 

本
稿
を
閉
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
真
鍋
さ

ん
は
「
好
奇
心
」
を
旨
に
生
き
て
来
た
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
10
歳
近
く
下
の
私 

１ 

真
鍋
さ
ん
と
私 

真
鍋
淑
郎
さ
ん
（
写
真
）
が
ノ
ー
ベ

ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
。
約

50
年
も

前
に
地
球
温
暖
化
の
危
機
を
警
告
し
た

研
究
者
だ
。
気
候
危
機
が
叫
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
久
し
い
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
は
、
遅
き
に
失
し
た
感
さ
え
す
る
。 

真
鍋
さ
ん
と
は
１
９
５
０
年
代
後
半 

は
「
少
年
の
よ
う
に
生
き
る
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
残
り
の
人
生
を
過
ご
し
た
い
。 

（
注
） 

Simulated 
Long-term 

Change in Water Availability due 

to Global Warming 

（
２
０
２
１
年

10
月

20
日
） 

以
来
の
学
友
で
、
毎
年
ク
リ
ス
マ
ス
・
カ

ー
ド
を
交
換
し
て
い
る
。
真
鍋
さ
ん
が
ま

だ
東
京
大
学
の
大
学
院
生
で
、
数
値
予
報

の
草
分
け
時
代
で
、「
数
値
予
報
グ
ル
ー

プ
」
が
結
成
さ
れ
た
時
だ
っ
た
。
正
野
重

方
東
大
教
授
が
、
当
時
の
金
で
１
０
０
万

円
の
朝
日
学
術
奨
励
金
（
朝
日
新
聞
社
）

を
受
け
て
、
グ
ル
ー
プ
活
動
を
開
始
し
、

議
論
を
闘
わ
せ
た
も
の
だ
。 

博
士
論
文
は
日
本
列
島
の
気
候
と

日
本
海
の
関
係
を
取
り
上
げ
て
、
日
本

海
周
辺
の
高
層
観
測
デ
ー
タ
か
ら
「
熱

収
支
」
を
求
め
た
独
創
的
な
研
究
だ
っ

た
。
１
９
５
８
年
に
卒
業
し
、
プ
リ
ン

ス
ト
ン
大
学
の
ス
マ
ゴ
リ
ン
ス
キ
ー
教

授
の
招
請
を
受
け
て
渡
米
し
た
。
い
つ

も
研
究
を
楽
し
ん
で
お
り
、
口
癖
の
よ

う
に
「
ア
イ
デ
ィ
ア
が
大
事
。
基
礎
研

究
を
き
ち
っ
と
」
と
言
っ
て
い
た
。 

２ 

真
鍋
さ
ん
と
地
球
温
暖
化 

 

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
最
近
の
ご
著

書(

注)

を
用
い
て
、
真
鍋
さ
ん
の
温
暖

化
に
つ
い
て
の
研
究
を
サ
ー
ベ
イ
す
る
。 

真
鍋
さ
ん
は
先
ず
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

物
理
化
学
者
ア
レ
ニ
ウ
ス
（
１
８
５
９
～

１
９
２
７
年
）
の
「
CO２
（
二
酸
化
炭
素
）

が
２
～
３
倍
に
な
る
と
地
球
の
表
面
温

度
は
氷
期
と
間
氷
期
の
差
く
ら
い
暖
ま

る
」
と
い
う
先
駆
的
な
予
言
を
取
り
上
げ
、

CO２
が
増
え
た
と
き
の
地
上
気
温
だ
け
で

な
く
、
大
気
全
層
の
気
温
分
布
を
求
め
た
。 

図
は
真
鍋
さ
ん
の
「
放
射―

対
流
平
衡

モ
デ
ル
」
に
、
水
蒸
気
の
効
果
も
入
れ
た

モ
デ
ル
で
、
CO２

の
濃
度
が
１
５

０
、
３
０
０
、

６
０
０ 

ｐ
ｐ

ｍ
の
時
の
大
気

全
層
の
気
温
分

布
で
あ
る
（
１

９
６
７
年
）。
こ

の
図
は
日
経
サ

イ
エ
ン
ス
で
紹

介
さ
れ
た
も
の
を
白
黒
に
変
換
し
て
い

る
の
で
、
分
か
り
に
く
い
が
、
CO２
が
増

え
る
と
、
対
流
圏
で
は
温
暖
化
、
成
層
圏

で
は
放
射
平
衡
の
た
め
に
逆
に
寒
冷
化

す
る
こ
と
が
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
。
し

か
も
、
気
温
上
昇
は
地
上
気
温
が
最
も
大

き
く
、
CO２
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
大

き
く
な
る
。
真
鍋
さ
ん
は
約
50
年
も
前

に
、
現
在
の
気
候
危
機
を
予
測
し
て
い
た

の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
真
鍋
さ
ん
は
こ
れ
に
満
足

せ
ず
、
大
気
大
循
環
の
モ
デ
ル
を
使
っ

て
、
実
際
の
地
球
大
気
に
挑
ん
だ
の
で

あ
る
。
こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
は

高
速
・
大
容
量
の
電
子
計
算
機
が
必
須

で
、
真
鍋
さ
ん
の
研
究
は
計
算
機
の
発 

図 CO2濃度が 150ppm、300ppm、600ppmの
ときの気温分布。対流圏と成層圏で逆順 
 

150ppm 

600ppm 300ppm 

地
球
温
暖
化
の
先
駆
的
研
究
者 

ノ
ー
ベ
ル
賞
の
真
鍋
淑
郎
さ
ん 

東
京
都
狛
江
市 

 
 

 
 

 
 

 

増
田 

善
信 

写真 真鍋淑郎さん 


